
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園都市線駅周辺の 

まちづくりプラン 

令和２年３月 

横浜市 青葉区 

 

青葉台駅 藤が丘駅 

市が尾駅 

江田駅 

あざみ野駅 

たまプラーザ駅 

田奈駅 

※ 田園都市線駅周辺のまちづくりプランは、都市計画法等の根拠法があるものではなく、 

青葉区独自で策定したまちづくりに関するプランです。 
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今後の駅周辺のまちづくりの取組の方向
性や考え方を共有化することが必要 

 

これまでの蓄積を有効に生かした魅力あるまち 

づくりの推進 

はじめに 駅周辺のまちづくりプランの目的と役割 

 １ まちづくりプランとは 

 

東急田園都市線（以下「田園都市線」という。）が開通し、青葉区内でまちづくりが始まって

から 50年以上が経過して、鉄道を中心としたまちが形成され、青葉ライフスタイルともいうべ

き青葉区独自のスタイルが確立されてきました。 

今後は、これまで蓄積されてきた資産ともいうべきまちの環境を生かして、まちの魅力のさ

らなる向上を目指すことが大切と考えます。『田園都市線駅周辺※１のまちづくりプラン』（以下

「まちづくりプラン」という。）は、青葉区内にある田園都市線の７駅 ※２を対象に、こうした

区民生活の魅力を高める身近な拠点として、駅周辺のまちづくりの方向性を明確化して、区民、

事業者、行政の３者が共有化し、実現に向けて協力して取り組んでいくものとして平成 25年３

月に策定※３しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

これまでのまちづくりを踏まえ、次の世代に向けたプラン 

『駅周辺のまちづくりプラン』 

 

道路・鉄道・住宅をはじめ、店舗・緑・活動など 

様々なものが蓄積され、良好な郊外住宅地を形成 

まちづくりが始まって 50年 

 

青葉区まちづくり指針(平成 14年 1月策定)  

各駅周辺＝『都市活動の拠点』 

（駅ごとの具体的な方向性は無し） 

 

※１ 本プランでは、駅までおおむね徒歩 10分で行ける距離として、駅を中心に 800ｍの範

囲を駅周辺と設定しています。 

※２ たまプラーザ駅、あざみ野駅、江田駅、市が尾駅、藤が丘駅、青葉台駅、田奈駅を対

象とします。 

※３ まちづくりプランは、都市計画法等の根拠法があるものではなく、青葉区独自で策定

したまちづくりに関するプランです。 

次の世代に向けて求められるまちづくり 

 

図：青葉区内の田園都市線の駅 
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64年 国道 246号線開通 

66年 田園都市線（溝の口～長津田）開通 

68年 東名高速（東京～厚木）開通 

77年 あざみ野駅開業 

区画整理事業による基盤整備（宅地開発、道路・公園整備等） 

現在の状況 
 

自動車依存の生活
（自動車交通の増
加） 

地域のお祭りやイ
ベントの増加 

駅利用者の増加 

街のリニューアル

（建替期を迎える
建築物の増加） 
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地 

区画整理による幹線道路や駅前広場、区画街路網の整備 

住宅地のビルトアップ 

土地分譲等による大学等の誘致・立地 

住
宅
地 

住宅地に建築協定の採用 

68年 たまプラーザ団地分譲 

72年 美しが丘個人住宅会建築協定認可 

75年 昭和大学藤が丘病院開設 

駅前に生活関連施設が立地 

82年 たまプラーザ東急ＳＣ 

92年 青葉台駅ビル 

93年 青葉台東急百貨店・ＹＳビル 

事業用定期借地権の活用等による

未利用地活用が促進 

 

沿線人口の増加等に伴い鉄道利用者も増加 市営地下鉄延伸によるさらなる利用客増加 

施設のリニューアル 

建築協定の更新時期 

人
・
活
動 

10年 たまプラーザテラス 

04年 三規庭 

83年 劇団四季芸術センター 

03年 あんしん歩行エリア 

06年 あざみ野駅西口広場改良工事 

 

施設のリニューアル 

93年 市営地下鉄延伸 

98年 東名横浜青葉ＩＣ 

01年 青葉区民まちづくり企画「次世代 

への贈り物」が提言 

03年 横浜青葉まちづくりフォーラム設立 

08年 AOBA+ART開始 

72年 青少年図書館（青葉台） 

77年 山内地区センター・山内図書館 

89年 藤が丘地区センター 

93年 フィリアホール 

95年 青葉区総合庁舎 

青葉公会堂 

   青葉スポーツセンター 

05年 田奈ステーション 

05年 アートフォーラムあざみ野 

 

 

公共公益施設の整備 

まちづくり活動団体が増加 

61年 恩田地区、荏田第一地区事業着手 95年 大場第二地区事業完了 

区
人
口 
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30万人 

 

良好な郊外住宅地
に成長。「住んでみ
たい街」 

街路樹や公園など
の成長した緑 
 

駅周辺における生
活に必要な施設の
立地 

大学と地域の交流
活発化 

企業用地の転換等による分譲住宅

化が進行 

公園が地域コミュ
ニティの核に 

10年 大学との連携 

・協力協定締結 

周囲に自然の緑や
河川、農地 

こだわりのお店、
個性的な店舗の 
立地 

 これまでの 50年 

計
画
等 

56年  
多摩川西
南新都市
計画 
(東急) 
 

 

66年  
ペアシテ
ィ計画 
(東急) 
 

73年  
アミニティ
プラン多摩
田園都市 
(東急) 
 

今後の動向 

に関する 

キーワード 

人口減少・高齢化
の更なる進行 

高齢化の進行 

夫婦共働きの増加

等ライフスタイル
の変化 

樹木の適切な維

持・管理（老朽化を
迎える樹木等） 

環境への意識の高

まり（CO2削減、地
産地消等） 

文化活動の定着化

（街の魅力を高め
ていく） 

自転車利用の増加
（環境への配慮） 

大きくなった街路樹の緑 

アートフォーラムあざみ野 

たまプラーザ駅の夏祭り 

地域の魅力を再発
見・再認識する気
運の高まり 

まちなかの居心地

の良さ、快適性 

02年  
青葉区まちづくり指針 

H17 改定 

94年 青葉区 

区制施行 

まちづくり活動団
体の増加 

自然や産業等の地
域資源を生かした
まちづくり 

公民協働の 
まちづくり 

協働のまちづくり
施策が増加 

公共交通の利用ニ
ーズの変化 

12 年 「次世代郊外まち

づくり」の協定締結 

 

13年  
まちづくり 
プラン策定 
 

歩いて暮らせる 
まちづくり 

88年 
多摩田園
都市 21プ
ラン 
（東急) 
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２ まちづくりプランの役割 

 

 

●区民、事業者、行政の３者が連携してまちづくりに取り組

むためのプランです。 

 

 

 

 

 

●社会情勢の変化や区民・事業者からの提案等に応じて内

容を充実させるなど、『成長するプラン』とします。 

 

 

 

 

●取組は、すぐにでも取り組めるものだけでなく、長期的な取組

が必要なものも含め、『短・長期の視点』から考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民 事業者 
行政 

まちづくりプラン 

協働のためのプラン 

成長するプラン 

短・長期の視点から考えるプラン 

区民 

事業者 

図：まちづくりプランの役割（イメージ） 
駅周辺の魅力を高めることによって 

実現したい青葉ライフスタイル（イメージ） 

街
の
魅
力 

策を講じないと… 

さらに･･･ 

効果的な取組

を進める 

駅周辺の魅力向上 

魅力減少 

低下に拍車！ 

現在の街 

現在 将来   時間 

駅周辺の 

まちづくり 

プランの実践 

歩きやすくて、

居心地の良い 

駅前の街！ 

安心して子ども

を育てられる 

環境づくり！ 

オシャレで 

おいしいお店

でランチ！ 

短期的に考

えたいもの 

長期的な 

理想 
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３ まちづくりプラン改定の経緯 

青葉区では、平成 14年に策定された「横浜市都市計画マスタープラン青葉区プラン」に基

づき、田園都市線沿線の各駅周辺で、地域の特徴を生かした個性ある拠点づくりを進めるた

めに、平成 22・24年度にまちづくりプランを策定しました（策定経緯の詳細は P.5参照）。 

まちづくりプラン策定以降、まちづくりプランを踏まえた、駅周辺のまちづくりが進めら

れ、平成 25年３月以降、各駅周辺の開発の検討も活発化し、「横浜市都市計画マスタープラ

ン」の「全体構想」や「青葉区まちづくり指針（地域別構想）」が改定され、今後の人口減少

や高齢化の進展を踏まえ、鉄道駅を中心としたコンパクトな市街地形成を進めることが位置

付けられました。また、これらの上位計画にあたる「都市再開発の方針」等の改定も平成 30

年３月に行われ、青葉台駅、藤が丘駅、市が尾駅、江田駅、あざみ野駅、たまプラーザ駅か

ら概ね半径 500ｍ圏内の区域が「規制誘導地区」に指定され、鉄道駅を中心としたコンパクト

な市街地形成の実現のために、機能集積等を中心に地区の特性に応じた土地利用の誘導等を

図ることが位置付けられました。 

これらの状況を踏まえ、沿線全体を一つの生活圏と捉え、駅周辺の相互の機能分担・連携

により、駅ごとの特性を生かした機能を適切に誘導し、民間事業者の力を活用しながら、区

民の多様なニーズに対応するまちづくりを進めるため、まちづくりプランの改定を行うこと

としました。 

まちづくりプランの改定は、平成 29年度から検討を開始し、駅周辺の自治会町内会等との

意見交換会の実施、意見募集などを経て行いました。 

 

   

 

■まちづくりプラン改定の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園都市線駅周辺のまちづくりプラン（平成 23 年 3 月、平成 25 年 3 月策定） 
【H23】たまプラーザ、あざみ野、江田、田奈 【H25】市が尾、藤が丘、青葉台 

✔ 区民生活の魅力を高める身近な拠点として、駅周辺のまちづくりの方向性を明確化し、 

区民・事業者・行政の３者が連携してまちづくりに取り組むためのプラン 

【まちづくりに関する上位方針の見直し】 

「横浜市都市計画マスタープラン全体構想」改定（平成 25 年 3 月） 

「青葉区まちづくり指針」改定（平成 29 年 9 月） 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」等見直し（平成 30 年 3 月） 

⇒「都市再開発の方針」による規制誘導地区※の指定 
※鉄道駅を中心としたコンパクトな市街地形成の実現のため、機能集積等を中心に地区の特性に応じ

た土地利用の誘導等を図る地区 

田園都市線駅周辺のまちづくりプランの改定（令和 2 年 3 月） 
✔ 「鉄道駅を中心としたコンパクトな市街地形成」、「規制誘導地区の指定」を踏まえた 

まちづくりプランへと改定 
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○駅ごとの意見交換会の開催（平成 21年５～９月） 

○まちづくりプラン素案の作成 

○駅ごとのまちづくり会合の開催（平成 22 年２～３月） 

○駅ごとの意見交換会の開催（平成 23年７～８月） 

○まちづくりプラン素案の作成 

○駅ごとのまちづくり会合の開催（平成 24年１月） 

田園都市線まちづくりプランの策定 

○基礎調査の実施（平成 22年度） ○基礎調査の実施（平成 20年度） 

まちづくりプラン（案）の作成（平成 21年度） 

まちづくりプランの策定（平成 23年３月） 

○まちづくりプラン(案)への意見募集 

 （平成 22年 11～12月） 

○まちづくりプラン(案)の説明会の開催 

 （平成 22年 11月：２回） 

まちづくりプラン（案）の作成（平成 23年度） 

まちづくりプランの策定（平成 25年３月） 

○駅ごとの意見交換会の開催（平成 30年７月・９月） ○駅ごとの意見交換会の開催（令和元年６月・８月） 

田園都市線まちづくりプランの改定 

たまプラーザ駅、あざみ野駅、江田駅、 

市が尾駅、青葉台駅、田奈駅 

 
○基礎調査の実施（平成 29年度） 

まちづくりプラン（改定案）の作成 

まちづくりプランの改定（令和２年３月） 

○まちづくりプラン(改定案)への意見募集 

（平成 30年 11～12月、平成 31年 2～3月) 

まちづくりプラン（改定案）の作成 

市が尾駅、藤が丘駅、青葉台駅 

 

たまプラーザ駅、あざみ野駅、 

江田駅、田奈駅 

藤が丘駅 

 

○まちづくりプラン(改定案)への意見募集 

（令和元年 10月～11月、令和元年 12月～令和２年１月） 

○まちづくりプラン（案）への意見募集 

  （平成 24年８～９月） 

 ○まちづくりプラン（案）の説明会の開催  

  （平成 24年９月：２回） 

 


	00_表紙・目次
	01_はじめに
	01_第１章
	02_第２章
	03-00_第３章
	03-01_たまプラーザ駅_駅ごとのまちづくりプラン改定案
	03-02_あざみ野駅_駅ごとのまちづくりプラン改定案
	03-03_江田駅_駅ごとのまちづくりプラン改定案
	03-04_市が尾駅_駅ごとのまちづくりプラン改定案
	03-05_藤が丘周辺地区まちづくりプラン改定案
	03-06_青葉台駅_駅ごとのまちづくりプラン改定案
	03-07_田奈駅_駅ごとのまちづくりプラン改定案
	04_第４章
	05_クレジット
	空白ページ
	空白ページ



